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郭
公
岩
の
岩
壁
に
沿
っ
て
回

り
込
む
よ
う
に
進
む
と
、
岩
に

接
し
た
窪
み
に
玉
緒
滝
が
懸
か

る
。
大
正
期
に
使
わ
れ
て
い
た

対
岸
の
道
か
ら
だ
と
、
か
な
り

の
高
さ
に
見
え
た
よ
う
だ
。
現

在
、
滝
の
全
体
は
眺
望
で
き
な

い
。
玉
緒
は
女
性
の
名
前
と
し

て
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
か
な

１ 

            

入
門
講
座
で
は
七
人
が
、「
仮

説
思
考
法
」
と
い
う
課
題
達
成

の
た
め
の
考
え
方
を
学
び
、
安

芸
太
田
へ
の
来
訪
者
の
仮
想
像

を
描
い
た
。 

 

三
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

は
毎
回
約
十
人
が
出
席
。
話
し

合
っ
た
ツ
ア
ー
コ
ン
セ
プ
ト
を

基
に
、
講
座
で
作
成
し
た
仮
想

像
に
対
し
、
得
て
欲
し
い
満
足

を
考
え
、
一
泊
二
日
の
ツ
ア
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
満
足
度
の

確
認
方
法
も
話
し
合
っ
た
。 

    

い
が
、
神
話
の
時
代
か
ら
「
玉
の

緒
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。 

  

緒
は
玉
を
貫
く
紐
の
こ
と

で
、
魂
（
た
ま
）
に
通
じ
る
の
で

命
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。

和
歌
で
は
枕
詞
と
し
て
「
長
し
、

短
し
、
乱
る
、
絶
ゆ
」
な
ど
に
か 

  
 

       

十
一
月
に
は
出
来
上
が
っ
た

行
程
を
基
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
実
施
し
、
参
加
す
る
五
十
代
の

女
性
と
大
学
生
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
す
る
。 

 

事
業
を
担
当
す
る
役
場
地
域

づ
く
り
課
の
渡
海
滋
係
長
は
「
成

果
と
指
標
を
具
体
的
に
ま
と
め

る
方
法
は
、
他
の
業
務
で
も
活
用

で
き
る
」
と
話
し
て
い
た
。 

◇
 
 
 
◇
 

 

   

地
元
の
人
に
地
域
の
自
然
を

再
発
見
し
て
も
ら
う
「
三
世
代
で

歩
こ
う
！
キ
ラ
キ
ラ
ツ
ア
ー
」
が 

十
月
二
十
五
日
、
長
淵
付
近
で
開 

    

か
り
、
恋
歌
で
の
用
例
が
多
い
。

名
の
通
り
可
憐
な
滝
で
あ
る
。 

 

本
流
に
目
を
転
じ
る
と
、
空
間

が
円
状
に
広
が
り
、
奥
に
奔
瀬
が

白
く
光
っ
て
淵
に
注
い
で
い
る

の
が
望
め
る
。「
猪
上
（
し
し
あ

が
）
ら
ず
」
で
あ
る
。
熊
南
峰
は

「
昔
猟
夫
が
こ
の
淵
に
猪
を
追

い
込
ん
で
捕
ら
え
て
い
た
と
い

１ 

 

か
れ
た
。
参
加
者
は
未
就
学
児
か

ら
小
学
四
年
生
ま
で
と
そ
の
保

護
者
、
五
十
代
以
上
の
十
三
人
。 

 

上
に
向
け
た
鏡
を
見
な
が
ら

進
む
「
空
の
列
車
」
や
森
の
中
で

の
お
や
つ
タ
イ
ム
、
危
険
な
植
物

探
し
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
参
加
者

の
庭
田
絵
美
里
さ
ん
は
「
自
分
の

力
で
寺
原
や
長
淵
の
坂
を
上
が

り
満
足
そ
う
だ
っ
た
」
と
目
を
細

め
て
い
た
。
ガ
イ
ド
は
昨
年
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
を
修

了
し
た
四
人
が
担
当
し
た
。 

               

う
」
と
記
す
。
高
く
は
な
い
が
、

三
方
が
岩
壁
に
囲
ま
れ
、
這
い
上

が
れ
な
い
猪
の
必
死
の
形
相
が

思
い
浮
か
ぶ
。 

   

夏
は
淵
の
下
流
の
川
床
を
覆

う
葭
（
ヨ
シ
）
の
色
も
相
ま
り
、

全
て
が
濃
い
緑
に
埋
ま
る
。
秋
は

１ 

 

    

「
岡
岷
山
と
歩
く
ｉ
ｎ
龍
頭

峡
」
が
十
月
十
五
日
、
森
林
館
―

奥
の
滝
間
で
開
か
れ
、
安
芸
太

田
町
里
山
ガ
イ
ド
ら
十
九
人
が

参
加
し
た
。 

岡
岷
山
は
広
島
藩
の
絵
師
。

描
か
れ
た
龍
頭
峡
の
場
所
や
木

材
を
山
か
ら
運
び
出
す
木
馬
の

説
明
を
聞
い
た
。
主
催
は
龍
頭

峡
や
天
上
山
一
帯
の
環
境
保
全 

               

木
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
色
彩
を
競

い
、
風
景
が
立
体
感
を
増
す
。 

黄
葉
を
基
調
に
、
奔
流
が
落

ち
込
む
岩
場
の
杉
の
緑
、
楓
の

赤
、
コ
マ
ユ
ミ
の
薄
紅
の
対
比

が
特
に
印
象
深
い
。
餅
ノ
木
駐

車
場
か
ら
下
れ
ば
十
分
程
度
、

紅
葉
の
時
期
に
訪
れ
た
い
景
勝

で
あ
る
。 

 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
天
上

山
結
ク
ラ
ブ
と
さ
ん
け
ん
。
企
画

を
担
当
し
た
の
は
「
あ
き
お
お
た

の
楽
し
い
１
０
０
人
」
で
知
り
合

っ
た
ト
ラ
ベ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
の

清
水
正
弘
さ
ん
。「
龍
頭
峡
周
辺 

      

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

し
た
十
月
十
八
日
と
二
十
九
日

の
両
日
、
餅
ノ
木
―
聖
湖
間
の
探

勝
路
を
延
べ
二
十
三
人
が
参
加

し
て
清
掃
し
た
。
最
上
流
部
の
整

備
は
行
き
届
き
難
く
、
さ
ん
け
ん

が
重
点
的
に
取
り
組
む
区
間
で
、

植
物
愛
好
家
や
広
島
市
内
の
飲

１ 

        

と
三
段
峡
が
、
太
田
川
の
上
流
で

つ
な
が
っ
て
い
る
価
値
を
確
認

で
き
た
」
と
話
し
た
。 

 

午
後
は
計
画
さ
れ
て
い
る
広

島
西
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
風

力
発
電
の
問
題
点
を
共
有
す
る

た
め
、
景
観
や
山
の
自
然
環
境
、

風
車
設
置
の
影
響
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。 

 

食
店
ス
タ
ッ
フ
ら
多
様
な
メ
ン

バ
ー
が
汗
を
流
し
た
。 

 

三
十
日
に
は
安
芸
太
田
中
学

校
生
三
十
八
人
が
、
正
面
口
―
女

夫
淵
間
の
落
ち
葉
や
ご
み
を
片

付
け
た
。
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
三

人
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
開
会
あ
い

さ
つ
で
三
段
峡
ホ
テ
ル
の
高
下

務
さ
ん
は
、「
私
が
子
供
の
と
き

は
地
域
行
事
で
し
た
。
地
元
を
愛

す
る
取
り
組
み
に
な
る
と
思
い

ま
す
」
と
激
励
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

自
然
志
向
の
効
果
か
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
大

勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

る
。
例
年
と
の
違
い
は
マ

ス
ク
姿
で
の
散
策
。 

 

夜の業界＆カントリー派  
今田憲士郎さん 

  

夜の繁華街・流川でカラオケ

バーを営む 30 代。幼少期は長

く田舎で暮らし、趣味は農作業

と釣りというカントリー派。さ 

んけん理事の一人に誘われ、数年前から三段峡

へ足を運ぶうちに魅せられ、会員登録した。 

探勝路の清掃やホテルの浴場のメンテナン

スなど、臨時の目立たない活動に仲間達と取り

組む、影の実働部隊のリーダーである。自然へ

の畏怖を感じるのが三段峡の魅力と話し、夜の

業界こそ自然と関わるべきと思う。今年 6月、

長男七煌（ななき）君が誕生。大自然の中へ連

れて来られる日を楽しみにしている。 （俊） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㊴ 

猪
上
ら
ず
（
し
し
あ
が
ら
ず
） 

■
紅
葉
の
時
期
お
薦
め 

■
三
方
崖
逃
げ
ら
れ
ず 

 

「
猟
夫
が
こ
の
淵
に
猪
を
追
い
込
む
」 

   

▼
マ
ス
ク
姿 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

十
月
二
十
四
日
、
黒
淵

―
水
梨
口
間
の
通
行
規
制

が
解
除
さ
れ
、
観
光
シ
ー

１ １ 
 

一口メモ 

ズ
ン
に
間
に
合
っ
た
。
台

風
に
よ
る
樹
々
の
痛
み
が

少
な
く
、
昼
夜
の
寒
暖
差

が
あ
っ
て
、
今
年
の
色
付

き
は
一
段
と
い
い
。 

     

住
民
と
行
政 

地
域
観
光
企
画 

女
性
・学
生
対
象 

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
へ 

 

Ｊ
‐
Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
基
金
（
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
）

の
助
成
に
よ
る
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
地
域
観
光
」
を
住
民
と
行

政
が
組
み
立
て
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
「
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
た
め
の
社
会
調
査
入
門
講
座
」
が
十
月
に
開
か
れ
た
。
三
段

峡
で
は
地
域
の
自
然
を
再
発
見
す
る
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
。 

   

キ
ラ
キ
ラ
ツ
ア
ー 

三
世
代
が
楽
し
む 

 

「岡
岷
山
と
歩
く
ｉ
ｎ
龍
頭
峡
」 

さ
ん
け
ん
・天
上
山
結
ク
ラ
ブ
が
連
携 

「ＲＣＣラブ・グリーン賞」受賞 

調査研究など評価 

 

広
島
の
自
然
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
自

然
保
護
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
を
表
彰
す
る
中
国

放
送
の
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
賞
」
に
さ
ん
け

ん
が
、
十
一
の
推
薦
団
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。
環

境
調
査
・
研
究
・
保
全
活
動
、
人
材
育
成
な
ど
が
評

価
さ
れ
た
。
他
の
一
団
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ほ
し
は

ら
山
の
が
っ
こ
う
」（
三
次
市
）。 

 

さ
ん
け
ん
自
然
塾
で
の
子
供
達
の
取
り
組
み
や

探
勝
路
の
清
掃
な
ど
が
番
組
で
紹
介
さ
れ
る
予

定
。
授
賞
式
は
十
一
月
十
八
日
。
副
賞
五
万
円
。 

        

探
勝
路 

三
回
清
掃 

 

総
勢
六
十
一
人 

飲
食
店
員
・中
学
生
ら 

 

来訪者の仮想像を話し合う入門講座参加者 
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